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日
米
原
子
力
協
定
の
効
力
延
長
へ
の
ア
メ
リ
カ
政
府
高
官
の
懸
念
に
関
す
る
質
問
主
意
書

一
九
八
八
年
七
月
に
発
効
し
た
「
原
子
力
の
平
和
的
利
用
に
関
す
る
協
力
の
た
め
の
日
本
国
政
府
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
政
府

と
の
間
の
協
定
」
（
「
本
協
定
」
と
い
う
。
）
は
、
二
〇
一
八
年
七
月
で
有
効
期
間
の
三
十
年
を
迎
え
る
。
こ
の
た
め
、
本
協

定
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
議
論
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
本
協
定
第
五
条
第
一
項
で
、
「
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
移
転
さ
れ
た
核
物
質
及
び
こ
の
協
定
に
基
づ
い
て
移
転

さ
れ
た
資
材
、
核
物
質
若
し
く
は
設
備
に
お
い
て
使
用
さ
れ
又
は
そ
の
使
用
を
通
じ
て
生
産
さ
れ
た
特
殊
核
分
裂
性
物
質
は
、

両
当
事
国
政
府
が
合
意
す
る
場
合
に
は
、
再
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
さ
れ
、
わ
が
国
の
使
用
済
み
核
燃
料
の
再
処

理
の
根
拠
に
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

米
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
国
家
安
全
保
障
会
議
の
ウ
ル
フ
ソ
ル
上
級
部
長
（
軍
縮
・
不
拡
散
担
当
）
は
、
平
成
二
十
八
年
五
月
十

八
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
共
同
通
信
社
の
単
独
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
答
え
、
日
本
の
使
用
済
み
核
燃
料
再
処
理
を
容
認
し
た
本
協
定

の
効
力
延
長
に
つ
い
て
「
大
き
な
議
論
を
呼
ぶ
問
題
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
指
摘
し
、
日
本
が
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
政
策
を

見
直
す
な
ら
「
米
国
は
支
持
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
大
量
に
生
産
す
る
日
本
の
再
処
理
事
業
に

対
す
る
米
政
府
の
懸
念
を
改
め
て
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
共
同
通
信
社
は
、
米
国
内
で
は
協
定
改
定
を
求
め
る
意
見
も
出
て

一



お
り
、
期
限
前
に
問
題
提
起
す
る
思
惑
も
あ
り
そ
う
だ
と
報
じ
て
い
る
。

ま
た
、
ウ
ル
フ
ソ
ル
上
級
部
長
（
軍
縮
・
不
拡
散
担
当
）
は
、
日
本
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
は
、
「
高
額
で
、
将
来
に
困
難
を

も
た
ら
す
」
と
述
べ
、
「
使
い
道
も
な
く
、
消
費
の
め
ど
も
立
た
な
い
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
蓄
積
す
る
核
燃
サ
イ
ク
ル
」
が
地
域

情
勢
に
与
え
る
影
響
を
日
本
政
府
と
協
議
し
て
き
た
。
「
日
本
が
再
処
理
を
継
続
す
れ
ば
、
他
国
が
追
随
す
る
の
を
止
め
ら
れ

な
い
」
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

か
か
る
報
道
に
関
連
し
つ
つ
、
政
府
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
疑
義
が
あ
る
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。

一

本
協
定
の
発
効
し
た
の
は
米
ソ
冷
戦
末
期
の
一
九
八
八
年
で
あ
り
、
当
時
の
国
際
情
勢
を
勘
案
す
れ
ば
、
西
側
陣
営
の
一

員
で
あ
っ
た
日
本
に
お
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
要
請
に
よ
っ
て
、
核
兵
器
へ
転
用
可
能
な
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
の
管
理
等
の
観
点
で

本
協
定
の
意
義
も
見
出
せ
る
が
、
そ
の
後
の
冷
戦
終
結
な
ど
の
国
際
情
勢
の
変
化
を
勘
案
す
れ
ば
、
本
協
定
第
五
条
第
一
項

の
当
初
の
意
義
は
失
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
現
在
に
お
け
る
本
協
定
第
五
条
第
一
項
の
意
義
に
つ
い
て
、
政
府
の
見
解

を
示
さ
れ
た
い
。

二

ウ
ル
フ
ソ
ル
上
級
部
長
は
、
「
使
い
道
も
な
く
、
消
費
の
め
ど
も
立
た
な
い
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
蓄
積
す
る
核
燃
サ
イ
ク

ル
」
が
地
域
情
勢
に
与
え
る
影
響
を
日
本
政
府
と
協
議
し
て
き
た
と
述
べ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
日
米
両
政
府
は
日
本

二



の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
協
議
を
進
め
て
き
た
の
か
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

三

ウ
ル
フ
ソ
ル
上
級
部
長
は
、
日
本
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
は
、
「
高
額
で
、
将
来
に
困
難
を
も
た
ら
す
」
と
の
認
識
を
示
し

て
い
る
が
、
政
府
も
日
本
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
は
「
高
額
で
、
将
来
に
困
難
を
も
た
ら
す
」
と
認
識
し
て
い
る
の
か
。
政
府

の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

四

日
本
政
府
が
、
日
本
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
は
「
高
額
で
、
将
来
に
困
難
を
も
た
ら
す
」
も
の
で
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る

と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
根
拠
に
基
づ
く
の
か
。
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

五

通
信
社
に
対
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
あ
る
と
し
て
も
、
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
国
家
安
全
保
障
会
議
の
上
級
部
長
（
軍
縮
・

不
拡
散
担
当
）
が
、
国
際
情
勢
を
勘
案
し
て
、
「
日
本
が
再
処
理
を
継
続
す
れ
ば
、
他
国
が
追
随
す
る
の
を
止
め
ら
れ
な

い
」
と
の
懸
念
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、
ア
メ
リ
カ
政
府
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
受
け
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。
政
府
は
本
協

定
と
と
も
に
、
日
本
の
核
燃
料
サ
イ
ク
ル
の
基
本
方
針
を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

六

本
協
定
は
、
有
効
期
限
の
六
か
月
前
か
ら
文
書
で
通
告
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
協
定
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ

の
事
前
通
告
が
な
さ
れ
な
い
限
り
協
定
の
効
力
は
継
続
す
る
と
承
知
し
て
い
る
。
現
時
点
（
平
成
二
十
八
年
五
月
）
か
ら
逆

算
す
れ
ば
、
有
効
期
限
の
六
か
月
前
ま
で
約
二
十
か
月
で
あ
り
、
見
直
し
を
す
る
か
否
か
の
議
論
は
当
然
行
わ
れ
る
べ
き
で

三



あ
る
。
政
府
は
本
協
定
の
見
直
し
を
行
う
意
思
は
あ
る
の
か
、
ま
た
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
行
わ
れ
る
の

か
、
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

四


